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Ⅰ．はじめに  

仏沼干拓地は水田利用のための干拓後、大部分は利用されず広大な湿地となった。今後

は、ビオトープと放牧地を共存させ、環境教育牧場として再整備される。そこで、本研究

では仏沼干拓地を事例に、干拓地が放牧草地に造成されるにあたっての湿地の水文特性を

把握することを目的とした。今後、干拓湿地などにおける放牧草地の造成や、湿地の乾燥

化による、水文環境の変化などを把握する基礎資料を提起するものである。  
Ⅱ．調査対象地および調査方法  
（1）調査対象地概要：対象地は Fig.1 に示した

三沢市仏沼地区である。面積は 250ha であり、環

境教育牧場として、南東 147ha をビオトープ（B
域と称す）、北西 103ha（R 域と称す）を放牧地

造成する構想である。2003・2004 年、支線排水

路が新設され、第Ⅰ期造成区小排水路が改修され

た。また、暗渠が 20ｍ間隔で埋設された。  
（2）調査地点・調査方法：調査地点をFig.1、

Fig.2 に示した。降水量調査はB域B3 に転倒マス

式雨量計を設置した。地下水位調査は、B域（B1
～B4）、R域（R1～R5）において計測を行った。

流量調査は、B域と第Ⅰ期造成区（第Ⅰ期と称す）

において行った。B域流量はFig.1 に示した小排水

路末端直角三角堰において調査した。流域面積は

6.5haである。また、第Ⅰ期流量はFig.2 に示した小排水路②末端Ｕ字フリューム水位、及

び流速を計測し求めた。流域面積は 6.9haである。植生調査は、対象をヨシ、スゲとし、

地下水位観測地点において行った。調査期間は 2003 年 5 月から 2004 年 10 月とした。  
Ⅲ．結果と考察  

（1）地下水位変動：地下水位測定地点横断面方向の水位変動を Fig.3 に示した。R 域は

平均水位が地表面下に位置し、最高・最低水位の比較的大きな差がみられた。特に外縁に  

位置する R1 は灌漑・非灌漑期で大幅な差がみられた。これは、周囲水田灌漑期導水によ

り、干拓地へ地下水が浸透し水位が上昇、非灌漑期に落水されると下降するためである。  
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Fig4 日平均流量変動  
Change in average daily discharge 

 

Fig5 降水量と直接流出率の関係  
Relation between total rainfall  

and runoff direct runoff percentage  

Fig6 保留量曲線  
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    Fig.3 横断面方向地下水位  
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また、暗渠埋設地点に近い R2・R3 は、平均水

位が暗渠埋設深近くに低下していることが示さ

れた。B 域では、地表面付近に位置している地

点が多く、比較的変動が小さいことがわかった。                          

 （2）流出特性：  仏沼湿地の流出特性を把握

するため、B 域と第Ⅰ期の日平均流量の推移を

Fig.4 に示した。B 域平均流量は 3.3×10-3m3/s
であった。B 域と第Ⅰ期基底流出を比較すると、

第Ⅰ期は造成された暗渠により常に流出してお

り、B 域よりも大幅な流量が観測された。B 域

流出における流出解析１）を、合理式を用い行っ

た。平均損失雨量は 10.7ｍｍ、平均有効雨量は

3.2ｍｍ、平均直接流出率 16.3％となった。ま

た、降水量と直接流出率の相関図を Fig.5 に示

した。直接流出率は、降水量増加に伴い上昇し、

やがて収束する傾向がみられた。しかし、ばら

つきが多く、弱雨で比較的高い場合や、強雨で

低い場合がみられた。それらは、周囲水田灌漑

の影響を受けていると推察され、灌漑期で

17.6％、非灌漑期では 14.5％と差がみられた。

このことから、灌漑期は地区全体の水位が上昇

するため流出しやすく、非灌漑期では水位が低

下し、降雨が土壌に保持されやすくなると考え

られる。流域貯留機能を把握するため保留量曲

線を Fig.6 に示した。総降雨量が 10ｍｍの時は

約 70％が保留され、総降水量が約 25ｍｍ付近

まで増加するとほぼ一定となる保留量を示した。

流出解析結果より、本地区は、勾配が少なく、

植生による損失が大きいため、表面流出は比較

的少なく、流出の多くは速い中間流出に起因し

ていると推察された。そのため、降雨量に対す

る流出の割合が小さくなると考えられた。しか

し、長期の湿地状態であり、また流域土壌が砂

質を多く占めていることから、土中に浸透した降雨は保持されにくいと考えられる。          

Ⅳ．まとめ  
干拓湿地の水文特性として、周囲水田灌漑期と非灌漑期で地下水位に大幅な差がみられ 

る。また流出特性において、流出率が低く、保留量も少ないという特性がみられた。これ

は多くの植生が繁茂する干拓湿地の水文特性とも推察されるが、更なる検討が必要である。 
参考文献：1）日野幹雄・長谷部正彦：水文流出解析、森北出版、18-181（1985）  
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